
令和２年２月２６日

岡山市環境局環境部環境保全課
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【資料４】
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・100年で1.1℃上昇

出典：広島地方気象台ホームページ （https://www.jma-net.go.jp/hiroshima/ondanka2.html）
「岡山県の気候変動予測（第8巻）」



主要施策 主要施策内容及び取組 

基本的施策 ： 気候変動への適応策の推進 

熱中症対策の推進 

近年増加しつつある夏期の熱中症患者数に関し、医療機関との連携、市民

への公共施設の開放（まちなか避暑地）や注意喚起など、熱中症の発症予防

対策を推進します。 

 医療機関への受け入れ要請 

 まちなか避暑地への取組 

 市民への情報発信 

雨水排水対策の推進 

大雨や集中豪雨時の用水路の増水問題に関し、転落事故防止のために危

険個所の確認を行うとともに、排水対策について検討を進めます。 

 危険個所の確認及び市民への情報発信 

 排水対策の推進 

ハザードマップの整備 

大雨や台風による洪水・土砂災害の情報と併せ、増水した河川や用水路へ

の転落事故防止を目的としたハザードマップを整備します。 

 ハザードマップの整備 

適応策に対する情報発信 

地球温暖化が私たちにもたらす直接的な被害や、それらに対する「適応策」と

して実施されている市の施策について把握・管理するとともに、「適応策」に関す

る情報を市民・事業者に発信することで、被害の拡大を防止します。 

 市の施策としての「適応策」の把握・管理 

 広報誌や Web サイトを通じた「適応策」の発信 
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 熱中症対策の推進
・HPで熱中症予防の情報発信

・カバヤ食品とコラボ！！岡山駅で熱中症の予防を呼びかけ

ました（令和元年7月5日）

 雨水排水対策の推進
・平成29年3月「岡山市浸水対策の推進に関する条例」を制定

・平成29年10月「岡山市浸水対策基本計画」策定

・平成30年3月「岡山市浸水対策行動計画」策定

・平成31年4月平成30年7月豪雨の経験を反映し、基本計画・行動計画を

一部見直し

 ハザードマップの整備
・岡山市洪水・土砂災害ハザードマップ策定・更新

・浸水（内水）ハザードマップ策定・更新



 適応策に対する情報発信

岡山市職員を対象とした適応研修会

・平成30年度 参加者 １８１名
講師：山陽学園大学地域マネジメント学部地域マネジメント学科

教授 白井 信雄 様

・令和元年度 参加者 ２３６名

講師：環境省中国四国地域環境事務所環境対策課

地域適応推進専門官 朝原 春海 様
講師：国立環境研究所気候変動適応センター

研究調整主幹 豊村 紳一郎 様

市民を対象とした取組

・令和元年度 岡山理科大学環境政策授業

「地球温暖化と岡山市の取組」において「適応策」紹介
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 地域気候変動適応計画策定
・令和２年度 岡山市地球温暖化対策実行計画の見直しに合わせ、
気候変動適応計画を盛り込む。

・令和２年度末に計画決定の見込み

〇検討事項
・これまでの気候変動影響の整理
・将来の気候変動影響の整理
・影響評価
・既存施策の影響への対応力の整理
・適応策の検討

〇対象分野
・洪水・内水氾濫、高潮・海面上昇
・熱中症、感染症
・農業・林業・水産業
など
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